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緒

外科 的 結 核 症 二於 テ混 合 感 染 ヲ生 ジ タ場 合 ソ ノ

治療 ハ至難 トナ リ、 該 患 春 ノニ豫後 堪 グ シク不

良 ナ ラ シ メル コ トハ周 知 ノ事 實 デ アル.シ カ シ

混合 感 染 ヲ有 ス ル外 科 的 結 核 症 ノ中 ニ ハ漸次 輕

快 シ、 治 癒 ノ経 過 ヲ トル モ ノ モ アル。 從 ツ テ、

吾 々 ハ コ レ ラ ノ患 者 ノ豫 後 ヲ判 定 スル ニ當 リ、

結核 病 竈 ノ局 所 症 欺 以 外 二種 々 ノ全 身 症 駅 ヲ考

慮 シナ ケ レバ ナ ラヌ.著 者 ハ、 コ ノ目的 ノタ メ

ニ、 先 ヅ局 所 症 状 二重 黙 ヲ オキ、 赤 沈 、罷 潟 、

言

血 液 像 ノ検 査 ヲ行 ヒ、 混 合 感染 ノ定 型 的 症 歌 ヲ

確 定 ノ、 更 二豫 後 判 定 ノ有 力 ナ基 準 ヲ得 ン トシ

テ肝 機 能 検 査 ヲ行 ツ タ ノデ アル.從 來 、 外 科 的

結 核 症 ノ治 療 拉 二研 究 二於 テ ハ肝 機 能 検 査 バー

般 二行 ハ レズ、 僅 カ ニ金 氏 ノ報 告 ヲ見 ル ノ ミデ

ア リ、 特 二混合 感染 時 ノソ レエ醐 シテ ハ文 獄 上

見 ル ベ キモ ノガ ナ ィ.コ ノ黙 二關 シテ、 著 者 ノ　 ぶ

小 論 文 ガ多 少 ノ寄 與 ヲナ シ得 ル モ ノ ト信 ズ ル.

文 獄 概 要

外科 的結 核 症 ノ局 所 病 寵 材 料 ヨ リ結 核 菌 ノ検 出

方法 二關 シテ ハ、1924年L6wenstein氏 及 ビ佳

吉氏 ガ硫 管慮 置法 ヲ 費 表 シ、 更 二Hohn氏 、

'Petragnani氏
、L6wenstein氏 等 ニ ヨ リ優 秀 ナ

秀離 培 地 ガ工 夫 サ レテ以 來、 長 足 ノ進 歩 ヲ來 シ

テヰ ル。 我 國 二於 テ モ、 コ レ ラ ノ検 出方 法 二封

シテ多 籔 ノ追 試 者 ガ ア リ、 例 ヘ バ 本 間 氏 叡 昭

和8年)ハL6wenstein及 ビHohnノ 培 地 ヲ使

用 シ、21例 ノ 胸 壁寒 性 膿 瘍 カ ラ76、2%ノ 結 核

菌 陽性 率 ヲ得 テ オ リ,爾 ホ集 落 費 生 李均 日敷 ハ

17日 デ アル。 孫 」霜 麟(昭 和16年)ハ 塗 抹標 本 二

sリ40例 中22例(55,0%〉 ノ陽 性 者 ヲ得 タ ノニ

反 シ、Petragrrani氏 培 地 デハ37{列(92.5%)ノ

陽姓 率 ヲ得 タ ト言 フ,,岡 一 片 倉(3♪ノ爾 氏 ハ 昭 和
ミ

12年 一 新 培 地 ヲ糞 表 シタ ガ、 今 井 氏{4}(昭 和14

年)ハ コ ノ培 地 ヲ 使 用 鉱、肺 結 核 患 者 デ外 科 的

結 穣 症 ヲ 合 併 スル モ ノ100名 中89名(89・0%)

二陽 性 成 績 ヲ得 テヰ ル.

培 養 法 ニ ヨル骨 、 關 節 結 核 患 者 ノ結 核 菌 検 出 成

績 ハ文 獣 上90%内 外 デ アルe例 ヘ バ、市 村 氏{5)

93,5%、 加 藤Be{6}94、7%、 三宅 氏(7188・2%、 熊

谷 氏 町00%ノ 如 ク デ アル ガ、 特 二脊 椎 「カ リエ

ス」ノ流 注 膿瘍 カ ラハ、近 來100%二 近 イ陽 性 成

績 ガ 示 サv、 例 ヘ バ 市 村 氏100%、 前 田氏191

96f3%、 加藤 氏96・6%ガ ソ ノ代 表 例 デ アル。

肋膜 周 園膿 瘍 ニ ヅ イ テへ 本 間氏 ωハ76・2%、

熊 谷氏 ハ50例 中29例(58%)ノ 陽1些成 績 ヲ得 テ

キル農

肛 門周 圃 膿 瘍 カ ラハ、農 野 氏 麟/昭 和15年)ハ 培

養iニ ヨ ツテ10例 中8例(80%)二 結 核 菌 ヲ 澄 明

シ、 片 倉LE(1i)(昭 和9年}ハ48例 中18例(37・5

%)、 熊 谷 氏 ハ13例 中5例(38、5%)ノ 陽 性 成 績

ア ア ル か

頸 腺結 核 ニ ツ イ テハs古 部 氏/欺 昭 和15年)ハ20

例 中17例(85%♪ 、 熊 谷氏 ハ27例 中23例(85・2

%)ノ 陽性 成績 ヲ得 テ ヰ ル鍵

コ レヲ要 スル ニ、 外 科 的 結 核 症 ノ局 所病 竈 材 料

ヨ リ極 メ テ高 率 二結 核 菌 ガ培 養 法 ニ ヨツ テ検 出

サ レ得 ル コ トハ文 獄 上 明 カデ アル.ソ ノ代 表 的

ナ モ ノハ 骨、 關節 結 核(就 中 脊椎 「カ リエ ス」 ノ

流 注膿 瘍)デ 、 頸 腺結 核 ガ コ レニ 次 ギ、 肋 膜 周

園 膿 瘍 、肛 門 周 園膿 瘍 ハ比 較 的 低 率 デ アル.コ

コ デ注 意 スバ キハ、 培 養 法 ノ ミデ結 核 菌 ノ有 無

ヲ到 定 スル づ トハ時 二不 充分 ノ コ トガ アルゆ 即

チ、 著 者 モ1例 ノ脱 門 周 園膿 瘍 デ経 験 シテ ヰ ル

ガ、 塗抹 標 本 デ明 カニ結 核 菌 ヲ謹 明 シ得 タニ モ

拘 ラ ズ培 養 法 ニ ヨツ鴫 陰 性 デ ア ツ タ.コ レハ、

孫 氏 ◎}モ指 摘 シテ ヰ ル如 〃、 所 謂 死 繭 ガ存 在 ス

ル カ ラ デ ア ル.

流 血 中 ノ結 核 菌 培 養 成 績 二關 シテハ、 大 野 一 島

財 聖 昭 和10年)、 三 宅7}氏 等 ノ報 告 力▽ ル ケ

レ ドモ、 ソ ノ検 出牽 ハ極 メテ低 イ喬 大 野 一 島 田.
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禰 氏 ハ44例 中2例 ニ ノ ミ検 鏡 ニ ヨ リ轍 個 ノ抗

酸 性 桿 菌 ヲ礎 見 シ タガ、 肉 眼 的 二結 核 菌 集落 ヲ

認 メ タ ノハ1例 モ ナ イ ト言 ヒ、 三宅 氏 ハ 流血 中

ノ結 核 菌培 養 成 績 ハ35例 共 二陰性 デ ア ツ タ ガ、

15例 中1`例 二於 テ 手 術 的 侵襲 ニ ヨ ヅテ 繭 血 症

ヲ招 來 セ シ メタ 下言 ツテ ヰ ル.

三宅 氏`ηニ ヨ レバ、 骨 、 關 節 結 核 患 者 ハ ソ ノ病

型 ニ ヨ リ結 核 菌 ノ 楡 出 成績 が 相 異 シ、 閉 鎮 型

90.6%、 開 放 型80%デ ア リ、開 放 性 ノモ ノデ ハ

混 合 略 染 ヲ件 フ モ ノガ多 イ ト言 フ。 膿 ㌧pH二

關 シテ ハ、 神 戸 氏/i釈昭 和6年)ハ 結 核 性 膿 中 ノ

pHハ 急 性 化膿 性 疾 患 ヨ リモ 酸 度 ガ低 ク、 混 合

感 染 ヲ來 タ シ タ モ ノハ 酸 度 ガ上 昇 シ テヰ ル ト言

フ。 又 加藤(6}氏 ハ 混 合 感 染 ノナ イ43例 ハ 膿 ノ

pHガ 凡 テ 「ア ル カ リ」性 ヲ示 シ、 混 合 感 染 菌 ハ

何 レモ葡萄 状 球 菌 デ ア ツ タ ト言 フ。

脊 椎 「カ リエ ス」患 者 ノ血 液 像 蛇 二肝機 能 検 査 成

績 二關 シテ ハ金 氏 ㈹ ノ報 告 ガ アル。 金 氏 ニ ョ レ

バ、 骨 破 壊 ノ ミ デ膿 瘍 ヲ俘 ハ ヌ場 合 ハ輕 度 ノ赤

血 球 減 少 蚊'淋 巴球 檜 多 症 ヲ認 メル他 、 肝 臓 ハ

機 能 充 進 ノ妖 態 ニ アル ガ、 膿瘍 ヲ俘 フ場 合 ニハ

低 色 素 性 貧 血 、 輕 度 ノ中性 嗜 好 細 胞 増 殖 症 及 ピ

肝 臓 機 能 ノ著 明 ナ減 退 ガ認 ヌ ラ レル ト言 フ。

外 科 的 結 核 症 特 二骨 、 關節 結 核 二混 合 感 染 ヲ生

ジタ場 合 二、 甚 ダ 豫 後 ヲ 不 良 ナ ラ シメル コ ト

ハ、 日常 吾 々 ノ経1瞼 ス ル所 デ アノヒガ、 コVヲ 文

献 ニ ツ イ テ見 ル ト、 中井 氏 ⑯ ハ 混合 感 染 症 歌 ヲ

嚢 症 シタ45例 中死 亡15、 症1伏悪 化1、 輕 快11、

臨 林 的全 治4、 不 明14ノ 遠 隔 成 績 ヲ 登 表 シ テ
ヘ

ヰル.コ レニ ョ レバ、 清 息 ノ到 明 シ タ モ ノ約 孚

藪 ハ 混合 感染 ニ ョツ テ死 亡 シテ ヰル 事實 ヲ知 ル

ワ デ アル.

第一章 寒性膿ノ細菌學的検査

第一一節 結核菌培養成績

各 種 ノ 外 科 的結 核 症58例 ニ ツ イ テ、 各 病 竈 カ

ラ探 膿 針或 ハ 「ピペ メト」ニ ヨ リ無 菌 的 二得 タ膿

ヲ4%硫 酸 デ慮 置 シ、 次 二遠 心沈 澱 ヲ行 ヒ、 ソ

ノ沈渣 ヲ白餌 ヲ 用ヒテ岡一牌 培地 二塗抹

シ、 少 ク共 二箇 月 間 観察 シ、 初 爽集 落 ノ出現 二

婆 シタ 日藪 及 ビ培 養 成績 ノ到定 ヲ行 ツ タ.

第 一 項 脊 椎 「カ リエ ス 」

流 注 膿 瘍 ヲ有 ス ル脊 椎 「カ リエ ス」患 者 ユ6例 ノ

内、 闘 鎮 性 ノモ ノハ8例 デ他 ノ8例 ハ何vモ 塵

孔 ヲ有 シ閣 放 性 デ膿 中 二混 合 感 染菌 ヲ認 メ タ。

閉 鎮 性 ノ流 注 膿 瘍 ハ8例 共 結 核 菌 陽性(100%)

デ ア ルe開 放 性 ノ流 注 膿 瘍 モ8例 中7例 ハ陽性

デ ア ツ タ ガ、 ソ ノ内唯1例(Nr6(》)ノ ミ藪 回 ノ

培 養 ニ モ拘 ラズ陰 性 デ アPa。 コ ノ1例 ハ腰 椎

「カ リエ ス」デ左 大 腿 外 側 面 二痩 孔 ヲ有 シ、 多 量

ノ膿 分 泌 ア リ、 膿 中 二葡 萄 状 球 菌 蛇 二連鎖 状 球

菌 ヲ謹 明 シ タ、,集落 出現 ノ日激 ハ19-46日(李

均32鋤 デ ァルe

第 二 項 骨.關 節 結 核

股 關節 結 核2例 、 膝 關 節 結 核2例 、 尺 骨結 核1

例 、 肪 骨 「カ リエ ス」1例 合 計6例 ノ骨 、 關節 結

核 患 者 ノ病 竈 カ ラ得 タ膿 中 ニ ハ培 養 ニ ヨ リ何 レ

モ結 核蘭 ヲ謹 明 シタ.尺 骨 結 核 ノ1例(Nr.11)

ヲ除 ク他 凡 テ開 放 性 デ混 合 感 染 菌 ヲ認 メ タ.集

落 出現 ノ 日敷 ハ22--27日(軍 均25日)デ アル.

爾 、1例 ノ多 登 性 骨 關 節 結 核 患 者(Nr.18)ノ 血

流 中 カ ラ培 養(飯 淵 氏 法α7)、岡一一片 倉培 地 〉二S

リ結 核 萬 ヲ謹 明 シ タ.。 ノ

第 三 項 肋 膜 周園 膿 瘍,

肋 膜 周 圃 膿 瘍 患 者10例 ハ 凡 テ 閉 鎮 性 デ アルe

穿 刺 ニ ヨル無 菌 的 二得 タ寒 性 膿 ヲ培 養 シ、10例

中9郷 二結 核 菌 ヲ謹 明 シ タ。 培 養 ニ ヨ リ陰性 成

績 ヲ示 シタ1例(Nr.22)モ 組 織 學 的 検 査 ニ ヨ リ

該 膿 瘍 が結 核 性 ノモ ノデ アル コ トガ鋼 明 シテ ヰ

ル。 集 落 出現 ノ 日撒 ハ20-44日(軍 均29日)デ

ア ル ¢

第四項 肛門蔚園膿瘍

肛門周園膿瘍患者17例 ハ何vモ 閉鎖性 デアリ、
ボ ㌦
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穿 刺 ニ ヨ リ無 菌 的 二得 タ膿 ニ ヅ イ テ培 養 ヲ行 ツ

タノデ ア ル ガ、 結 核 菌 陽 性 ヲ 示 シタモ ノハ17

例 申13例(76・5%)デ7ルe結 核 繭 陰1生ハ4例

デ アル ガ・ コ ノ内1例(Nr.26)ハ 塗抹 ニ ヨ リ陽

性 デ アツ タ。♪從 ツテ、 胴 周 園 膿 瘍 カ ラ17例

中14例 二結 核 菌 ヲ 澄 明 シ 得 タ コ トニ ナ ル.後

述 スル 如 ク＼ コ レ ラ ノ17例 中 混 合 感 染蘭 ヲ謹

明 シ得 ナ カ ツタ ノハ唯2例 一=スギ ナ ィ。集 落 出

現 ノ日藪 ハ20-40日(李 均30日/デ アルe

第 五 項 頸 腺結 核

'n頸部淋 巴 腺結 核 デ膿 瘍 ヲ形 成 シタ6例
ニ ツイ テ

結核 菌 ノ培 養9行 ツ タ所 ガ、 陽 性 者4例 、 陰性

者2例 デ アル、 集 落 出 現 ノ日藪 ・・27-30日(李

均30日)デ アル。

第 六 項 膿 胸

臨躰 的 二結 核 性 膿 胸 ト診 断 サ レ タ3例 二於 ケ ル

培 養 成績 ハ陽 性2例 、 陰 性1例 デア ル,陰 性 ノ

1例 ニ ハ連 鎖 状 球 菌 ノ混 合 感 染 ヲ認 メ タ,

'第 七 項 穂 括

以 上 ノ各 項 二述 べ タ如 久 各 種 ノ外 科 的 結 核 症

58働 中培 養 ニ ヨ リ 膿 中 二 結 核 菌 ヲ謹 明 シ得 タ

モ ノハ49例(84.5%デ ア ル。 本 症 例 ノー 部 ノ

モ ノニ ツ イテ 流 血 中結 核 菌 培 養 ヲ 實 施 シタ 結

果 、1例 ノ多{獲性 骨 關 節 結 核 患 者 量於 テ結 核菌

ヲ詮 明 シ タ.結 核 菌 ノ初 登集 落 出現 二要 シタ 日

数 ハ 全 例 李 均30日 デ アル。 集 落 出現 日籔 ヲ検

査 シ得 タ38例 中最 長46日 、最 短19日 デ ア ル カ

ラ、培 養 成績 ノ到 定 ハニ ケ月 後 ヲ待 タ ネバ ナ ラ

第 二 節

無 菌的 二病竈 カ ラ探 取 シタ膿 ニ ツ イ テ、 塗抹 標

本 ノ検 査 ト寒 天拉 二肉 汁培 養 ヲ行 ヒ、 混 合 感 染

菌 ヲ検 出 シ、 次 ノ結 果 ヲ得 タ。

第 一 項 脊 椎 「カ リエ ス」

脊 推rカ リエ ス」患者18例 中、 開 放 性 ノモ ノハ

8例 デ アル ガiソvラ ノ膿 中 カ ラ検 出 サvタ 混

合感 染 菌 ノ種 類 ハ 次 ノ如 ク デ アル。 参 考 ノ タメ

繕核菌培養成績 ヲ附加スル。

第2表 二示 ス如 久 脊 椎 「カ リエ ス」患 者 ノ流注

ノ ゆヌ
燈

膿 瘍 が開放 性 力閉 鐵 性 ナ ル カ ニ ョツ テ結 核 繭 培

養 成績 ガ著 シク相 異 スル ト言 フ齋 藤 氏1飛ワ 報 告

ガ ア ル ガ、 著 者 ノ症 例 デ ハ特 別 ノ差 異 ガ見 ラ レ

ナ イ,唯 、 腰椎 「カ リエ ス」ノ流 注 膿 瘍 デ左 大 腿

外 側面 二癖 孔 ヲ有 スル患 者 ノ膿 中 カ ラ激 同 ノ培

養 ニ モ拘 ラズ結 核菌 ヲ謹 明 シ得 ナ カ ツ タ ガ触 コ

ノ1例 ハ開 放 性 ノ骨 、 關 節 結核 二於 ケ ル結 核 菌

検 出 ノ困 難 ヲ椎 定 セ シメル モ ノデ アル.

次 二、各 種 ノ外 科 的 結 核 症 二於 ケ ル膿 中 結 核 菌

検 出 成績 ヲ表 出 スル.

第1表 各種 外科的 結核症=一於 ヶル膿

中結核菌.槍出成績 ぐ同一 片倉1培地)

輩

第1表 二表 出 シ タ著 者 ノ検 出成 績 ヲ文 獄 二現 ハ

レ タ諸 成 績 ト比 較 ス レバ、 骨 、 關 節 結 核{脊 椎

「カ リエ スJヲ 含 ム)二 於 テ♂・大 差 ハ ナ イ ガ、 肋

膜 周 薗 膿 瘍 蚊 二肛 門 周 園 膿 瘍 二於 テ・・何 レモ奢

者 ノ方 ガ著 シ ク高 率 ニ ナ ツテ ヰ ル。 コ レハ 岡一

片 倉 培 地 ノ優秀 性 ヲ立 謹 スル モ ノ ト考 ヘ ル.

}
病 名1症 例 数

1-一一 一一
脊椎 「カ リエス 」r16

-1

結樋 犠 成績1
　
ζ+/_

壽
一_-

15/1

胤 關節結柳6 6/0
…

肋膜周園膿瘍 10
。gl・

肛門周圃膿瘍 17 1314
頸 腺 結 核1 6 4i2 窪

膿 胸13

一 一
2i1

…

計158
(84争1%)}9

混合 戚染 菌槍査 成績

第2表 「カリエス講流注膿瘍中ノ混合感染菌

例
號

症
番

菌 種 i結核 菌

1横 色葡萄状球菌 十
噛

十2燈 色 葡 萄 状球 菌 、 「プ ロテ ウメ 」
一 一

10黄 色葡 萄状球菌、 グラム陰性菌 。十
{1噛 　 -

12黄 色葡萄 状球菌、 グ ラム陽性讐球 菌 十

4臥 黄 色、 白色、檀色葡萄状球菌 ㎝ 十
_曲一_四 一

46黄 色 葡萄状球菌 十
}=一"

60黄 色、 白黄葡萄状球 菌.連 鎮歌球 菌
一_噌 噛{

62黄 色、燈 色葡萄状球菌 十
鯉
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、

膿 瘍 ガ瀾放 性 ナル 場 合 ハ、 全 例(100%〉 二 葡萄

欺 球 菌 ノ混 合 感 染 ガ謹 明 サ レル。

第 二 項 骨、 關 節 結 核

骨 、 關 節 結 核 患 者 デ開 放 性 ノモ ノハ5例 アル

ガ、 ソ レ ラ膿 中 カ ラ検 出 サ レタ混 合 感 染 菌 ハ次

ノ如 ケデ アル、

・ 第3表 骨、關鮪結核患者 ノ膿 中 ノ混合感染菌'」

例番號1菌

9 黄 色 、

17{ラ ム陰性桿菌

日
18i葡 萄状球菌、連鎮状球菌

'g鯉 聴

3司 蓄舗 蹴 繭 ・

'種 結核菌

萄朕球菌 十
i

「プ 穏 テ ウス 」
、 グi

1+

連鎮状球菌
r

十

グラ牒 性球菌及
§

1+
塚

菌 、 グ ラ ム陰 性桿
;

1+

第3二表 二示 ス如 ク、 開 放 性 ノ骨 、 關 節結 核 患 者

ノ膿 中 ヨ リ葡萄 妖 球 菌 ガ全 例 ニ ワ タ ツ テ検 出 サ

レル ガ、 他(少 敏 デ アル.

第三 項 肛 門 周 園膿 癌

肛 門 周 圃 膿 瘍17例 中2例 ヲ除 ク 他 ハ 凡 テ混 合

感 染 菌 ガ詮 明 サ レル,,策4表 ニ ヨ ツテ明 カナ ヨ

ウ ニ、 大 腸 菌 〈8例 〉、 葡 萄 状 球 菌/6例)ガ 約 牟

撒 ヲ露 メル。 其 他 へ 腸 内 細 菌 群 二屡 ス ル.

第4表 肛門周園膿瘍 中 ノ混合感染 菌

例麟 菌 種-

3蕾 場 性騰 グラム灘 桿

8グ ラム陽性 襲球菌

葡萄 状球 薗、 グラム陰性桿菌及26
球菌

27グ ラム陰性球菌

z8ぐ 一)

グ ラム陽性球薗、ヴ ラム陰性桿29

箇、ザプPテ ウス」

30/一)

3室 黄色葡萄 駿球菌、大腸菌

32大 腸菌、 グラム陰性桿菌及球菌

「r{藤 球覇

41葡 萄状球薗、大腸菌

42大 腸歯、 グラム陽性球菌

43大 腸菌

結核菌

十

十

脚

一{一

十一　

十
{

十

十

十… 一
十

嚇

十
㎞一一

十

十

十

匪璽壷ゴ
第4表 中、 「グ ラム」陽 性球 菌 ト構 スル ノハ塗 抹

標 本 デ コ レ7謹 明 シタ ガ、 培 養 ニ ヨツ テハ 葡萄

状 球 菌 ト確 認 シ得 ナ カ ツ タモ ノ デ アル。 シカ

シ、 コ レラバ何 レモ葡萄 状 球菌 ト推 定 デキ ル モ

ノ デ アル カ ラ、 コ レヲ 加 ヘ ル ト、 混 合 感染15

例 中11例(73.3%)二 葡 萄 状 球 菌 ヲ 謹 明 シ得 タ

コ トニ ナ ルの

ヤ

即 チ、肺結核患者二見ラレル肛門周園膿瘍ハ肛

門周園二於ケル結核性病璽二、葡萄状球菌、大

腸菌、腸内細菌 ノ混合感染 ヲ來 タシ、急性ノ臨

躰的症状 ヲ呈スルニ至ヅタモノデアル。

第四項 総 括

脊椎「カリエス」及 ビ骨、關節結核患者二於テ婆

孔乃至潰瘍 ヲ有 シ、開放性 ノモノハ凡テ混合感

染菌 ヲ謹明スルガ、 ソノ主要ナモノハ葡萄状球1

菌デアル、葡萄状球菌〉・全症例二於 テ認 メラレ

ル。肛門周圃膿瘍 ハ殆 ド全症例二混合感染菌ヲ

謹明 シ、 ソノ圭要ナモノハ葡萄状球菌、大腸菌

デアリ、 コレニ腸内細菌群 ガ附随 シテ検出サレ

ノレe

が び

混 合 感染 菌 ノ侵 入機 韓 ハ、 脊 椎iカ リエ ス」、骨、

關箭 結 核 二於 テハ流 注 膿 暢 ノ自潰 或 ハ切 解緊 穿

刺 ニ ヨル藝 孔 形 成 ニ ヨ リニ 次 的 二外 界 カ ラ侵 入

シタ モ ノ ト考 ヘ ラ レル。 淋 巴道 或 ハ血 行 ニ ヨツ

テ混 合 感 染 ヲ來 タス ユ トハ極 メ テ稀 ナ コ い 考

ヘ ラvル
。 唯1例 ノ腰 椎 三カ リエ ス」患 者(Nr.

12/二 就 テ、 左 側 ノ腸 骨 窩 二 痩 孔 ヲ 有 ス ル流 注

膿 瘍 ヲ認 メ タガ、特 別 ノ誘 因 ナ ク獲 熱、 自登 痛

ヲ俘 ツテ右 側 ノ腸 骨 窩 二流 注膿 瘍 が現 ハ レ,穿

刺 二 哲つ 黄 色葡 萄 状 球 菌 ト共 二結核 菌 ヲ謹 明 シ

タ。 コ レハ、 切解 排膿 後 「モ ル ヨ ドー ル」注 入 ニ

ヨツ テ旗 孔 バ レ線 検 査 ノ結果 、 爾側 ノ腸 骨窟

膿 瘍 ニハ 商 接 ノ聯 絡 ハ認 ン難 イ ガ、 周一 ノ腰 椎

「カ リエ スJ病 竈 カ ラ褒 生 シタモ ノデ アル コ トヲ

知 ヅ タ.コ ノ症 例 へ 混合 感 染 ガ左 側 癖 孔 カ ラ
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・淋 巴道 或 ハ血 行 ニ ョッ テ右 側 ノ腸 骨窩 膿 瘍 二波

及 シタ ノデハ ナ ィ カ ト推 定 サ レノ㌔ シカ シ、 葡

翻 犬球 菌 バ カ ジ エ 勺 病 竈 ヲ介 シテ ノ直 接 移 行

モ否 定 デ キナ イガ、 臨 躰 的 二 化膿 性 脊 椎 炎,症

舞犬ハ認 メ ラ レ ナ カ ツ タ。

肛 門周 園 膿 瘍 二於 テ ハ專 ラ淋 巴道 或 ハ血 行 ヲ介

シテ混合 感 染 菌 ガ侵 入 シ、 混合 感染 ノ成 立 ト共

二急 性 ノ臨 林 的症 状 ヲ呈 スル ニ 至 ル モ 捗 考 ヘ

ラ レル 。。

第 二章 寒性膿 ノpH

第 一節 混 合戚 染 ト寒 性膿 ノpH

寒性膿 ノpHヲ 混合感染 ノ有無 二從ツテ、・二分 第6表 寒性膿ノpH(混合感染ヲ俘フ)

シ東洋 濾 紙 水 素 「イ オ ン」濃 度試 験 紙 ヲ 以 テ測

定 シ、 次 ノ結 果 ヲ得 タ.

第 一 項 混 合 感 染 ノナ イ場 合

同 一患 者 ノ流 注膿 瘍 ヲ籔 同 ニ ワ タ リ穿 刺 シ、 ソ

ノ都 度膿 ノpHヲ 測 定 ス ル ト、 多少 ノ動 癌 ハ ァ

ル ガ、次 表 ノ如 ク、5例 共 「アル カ リ」性 デ ァル。

第5表 寒性膿 ノpH(混 合感染 ナy)op

症略 劉

…亨万

π

7.2

7。2

pH

i7.6

レ　
7.61

7.8

8。O

π

李均7.5

混合感 染 ノナ イ 場 合 膿 ノpHハ 李 均7,4デ ア

リ、前 田氏 ノ成 績(7,4)ト 略 く一致 ス ル。

第 二 項 混 合 感染 ヲ伸 フ場 合

混合 感 染 ヲ伸 フ場 合 ノpHハv亀 加 藤 〈3例 〉、 前

田(2例)ノ 繭 氏 ニ ヨ レバ酸 性 デ ア ル ガ、 著 者 ノ

検査 二於 テ酸 性 ヲ 呈 シ タ ノハ11例 中 僅 力3例

ニ ス ギナ イ② シ カモ、 コ ノ3例 共 、 膿 中 二結 核

菌 ヲ謹 明 シ得 ナ カツ タ混 合 感 染 例 デ アル。 混 合

感 染 工1例 ノpH李 均 ハ4。7デ アル、,

左側 股 關 節結 核 ノ1例(Nr.9)ハ 左側 鼠 践 部 二

症例翻

一 ,-1--6
.8・7癖2}

7.2

/8・ ⑪1

7.88.0

」 」i7・67・ 爵8・0　蕊1
7.2「-imaTtl

卜{

流 膿 汐 生 ジ・ ソ ノpHハ7・6-8・0(第 俵)

第二飾 試験管 内混合戚染作成 ニ ヨノypHノ 推移

第一項 實験方法

閉鎖性 ノ流注膿瘍 ヨリ得 タ寒 性膿5acヲ 滅菌試

験管二無菌的二探 ウ、1群 ハソノマ ・艀卵器二

李 均7。4

デ ア ツ タ ガ、後 自潰 シ葡 萄 駿球 菌 第3表/ノ 混

合 感 染 スル ニ及 ビ、pHハ7.2・ 第6表)二 低 下

シ、 酸 度 ガ高 マ ツ テ イ ル。

第 三 項 総 括

第 ら、6表 一:一示 ス如 ク、 李 均 値 ヲ比 較 ス レバ混

合 感 染 ノ有 無 ニ ヨ リpHニ ハ 大差 ナ イ コ トニナ

ル ガ.閉 鎖 性 ノモ ノハ 凡 テll一アル カ リ」性 デ アル

ニ モ拘 ラズ、 開 放性 ノモ ノ ・内 ニ ハ明 カニ酸 性

ヲ呈 ス ル モ ノガ ア リ、 閉 鎮 性 ノ流 注 膿 瘍 ガ開 放

性 トナル ニ 及 ンデ酸 度 ノ高 マル コ トへ事 實 デ ア

ル。 膿 ノpHガ 酸 性 デ アル場 合 二 へ 混 合 感 染

ノ存 在 ヲ確 認 デキ ル ガ、 ギァル カ リポ性 ノ場 合 ハ

之 ガ決 定 ニ ハ膿 ノ細 菌 學 的 瞼 査 ヲ必 婆 トスル箒

入v37」 ℃ 二保 チ、 他 群 ニ ハー・白金 耳24時 間 肉

汁培 養 ノ 黄 色 葡 萄 状 球 菌液O.01c.aヲ 加 へ、 同

ジ ク鰐気卵器 二入ル/ル 嚢
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鳩

、

魂購 養ノ菌液;:§:謹 畷 轟梼勲臨 蒲 箭
t寒 性 膿5α α+肉 汁培 養 ノ菌 液1c.α・・7.8育 ニ ヨル モ ノデ ア ル。

購 卵 器 及 ビ氷 室 ヨ リ トリ出 シ タ被 検 膿 ノpH測 第7表 試 験管内混合感染 ニョルpHノ 推移

・ 定 ハ15分 以 上 室温 ニ コ レ ヲ 放 置 シテ後 實施 シ 膿(7
.8)黄 葡菌

膿+O、Olタ
.コ シバ次 ノ豫 備 實 験 ノ成績 二基 ヅ クモ ノデ 日轍 室温

37ecl握 陸 温 ・・(3rVC)
ア ルasqo20。C

ξ7.87,8}Xgr

(1)氷 室 内 二 貯 藏 シ タ 寒 性 膿 蘇 取 時7・8)・ ＼111・8 .2r.8寸

コ レ ヲ 氷 室 ヨ リ ト リ 出 シ5分 毎 二pHヲ 測 定 ス2i11・8 .217.87.8
_1

ノレ ト3116。8.07.87.2

5/5/5/15ノ ・4115。8。0/7・2

1。7,47ユ7.67,87.85…1409・O～8・2/7・2～7・

61go8.0～8.2/7.2～7.

2.7、27.47、8-一 一7。87.8711f)8
.0～8.28.07。2～7.

3・7・27・ ←-7・6-7・87・8
--8.11璽 ・-8≧8・ ・7・2-7・

ノ如 ク、15秀 後 ニ ナ ラ ナ イ ト室 温(11。C)二 於 テ9、9'8.2…8,07。2

識 矯 鍵 総 撚 麟 取時 再 餉諾1辱1…1
7・8ノ ニ ツ イ タ ハ 、 室 温(11℃/二 於 テ 、 次 二、 李 板 寒 天 培 養 亭 ヨ リ菌 集 落 ヲ検 査 シ テ寒

5/5/5'15ノ 性 膿 中 ノ葡 萄 状 球 菌 ノ登 育 状 況 ヲ見 ル ト、

1。8.2_8泡_8.28.2___-8.2第8表 寒 性 膿 中 二 於 ケ ル葡 萄 朕球
・ 菌 ノ登 育 状況2

。8.2-一 一一8.2-8.28.28.2

3.8。28.28.2--8.28.2'培 養 日歎 一 白 耳葡 萄 状 球 菌 集 落 激

灘聾 二掌 男灘 ∴ 灘 総纂24時 間一ll}李 均199

1鷺 ㌻;雌11瀦 翻 灘1害 轡 萎1,1}rp均4・2
'391

デ アルe2週 間437李 均439
'f第 二 項 實 験 成 績488

次 表 ニ ヨ リ明 カナ如 ク、 寒 性 膿 ハ氷 室 及 ビ室 温 第8表 ニ ヨvバ 、 寒 性 膿 中 ノ葡 萄 状 球 菌 ハ最 初

二放 置 シタ場 合11日 後 二 至 ツ テ モ殆 ドpHハ ノ1週 間 以 内 ハ 活濃 二爽 育 スル ガ、1週 間以 後

攣 化 シナ ㌔ 叉 寒 陛膿 ヲ37℃ ノ卿 卵 器 二 入v=ナ ル ト獲育 ハ極 メ テ緩 慢 トナ リ、 ム シ ロ登 育

テ置 イ テ モpHニ ハ 殆 ド攣 化 ガ 見 ラ レズ、 僅 ヲ抑 制 サvタ ヨウ ナ欣 態 ニ ナル。 第7表 ニ ヨ リ

カ ニrア ル カ リ」性 ガ強 マ ル ニ スギ ナ イeシ カ 卿 卵 器 二 入!/テ 後3日 目 二pHガ7・2二 低 下
を

ル ニ、 黄 色 葡 萄}伏球 菌 一 白耳 ノ24時 間培 養 液 シ、 以 後 殆 ドpH二 攣 化 ヲ認 メ ナ イ ノハ葡 萄状

0。01鉱 ヲカμヘ タ寒 姓 膿(5c.a)ノpH(7.8)ハ3日 ・ 球 菌 ノ號 育経 過 二密接 ナ關係 ヲ有 スル モ ノ ト考

目 二至 リ7.2二 減 ジ、 酸 性 側 子傾 ク コ トガ ワカ ヘ ラvル ・

第三章 赤

赤 沈 ノ検 査 ハ ウ エ 入 ター グ レ ン氏 法 ニ ヨツ テ行

沈

ヒ、 塒 間 値今 トル。

7.8

7.8

7.8

7.8

/
'

/

/
〆8

.0

8.0

噛8
。0

7.8～8。0

7.8



第10號 】 宮本=外 科的結核症二於ケル混合感染 439

第一節 閉鎖性 ノ骨、關節結核

攣

閉鎗 性 ノ骨、 關 節結 核 患者 デ流 注 膿 瘍 ヲ絆 ハ ヌ

.第9表 閉鎖性 ノ骨、關節結核患 者 ノ赤沈

∂

〆 症 例

番 號

6

15

66x

7

8

9

0

1

2

3

6

6

6

7

7

7

7

(流注膿瘍 ヲ俘 ハズ)

赤沈

(1時 間値)

18

4

2

21

子
9

6

4

2

12

.症 例

番 號

74

75

76

77

78

79

80

81

82

ぎ
赤沈k

1時 間値)

3

1

4

2

2

8
ξ

4

3

5ma

挙均5

19例 ノ 赤 沈1時 間 値 李 均 ハ5粍 デ、 正 常値 ヲ

示 ス。

流 注 膿瘍 ヲ有 スル6例 ノ赤 沈 値 ハ 何 レモ著 明 二

促 進 シ、 ソ ノ李均 ハ65粍 デ ァル,,

第10表 閉鎖性 ノ骨、關節結核 患者 ノ赤沈

(流注膿瘍 ワ絆 フニ

症 例 番 號

33

39

48

49

83

84

赤 沈(1時 間 債)

40

46

63

83y

87

69

第二節 開放性 ノ骨、關節結核

開放性 ノ骨 、 關節 結 核 患 者14例 ノ 赤 沈値 李均

ハ59粍 デ著 明 二促 進 シ、 閉 鎖 性 ノモ ノニ 比較

スル トソ ノ差 異 ハ極 メテ明 瞭 デ アル。

コ ノ内 デ、 定・型 的 混 合 感染 ノ症 歌 ヲ呈 ス ル7例

第!1表 瀾 放性 ノ骨、 關節 結核患者 ノ赤沈

症 例 番 號

10

13

46

85

86

87

88

繭♂ 赤 沈(1時 間値)

62)1

劉

;/　

ウ
触
9

2

瀞b

O

3

9

1

汽づ

6

ρ0

8

李均 65

胤_
卿 難

平均59

鍮

ノ赤沈値 ハ李均65粍fX小 嘆孔乃至潰瘍 ヲ有

シ、分泌物中二混合感染菌 ヲ謹明シ得ルモ、膿

分泌少ナ久 全身黙態ハ殆 ドオカサレズ定型的

ナ混合感染症状ヲ鋏 クモノ7例 ノ赤沈値ハ李均

。43粍 デ、前者 ヨリ少ナ4e

第三節 総

赤沈ハ閣鎗性 デ流注膿瘍 ノ形成 ヲ俘ハナイ骨、

關節結核 デハー般二正常 デアル.閉 銭性デアツ

テモ、流注膿瘍 ヲ謹明 シ得ルモノハ著明ナ赤沈
や 　

値 ノ促進 ガ認 メラレル。醐放性 ノ骨、關節結核

轍 第四章 盟

括

デハ ー般 二著 明 ナ赤 沈 ノ促 進 ヲ認 メ、 コ ノ内 デ

定型 的 ナ混 合 感 染 症 状 ヲ呈 ス ル モ ノハ特 二著 明

デ ア ル。

♂

温

第 一一飾 閉鎖性 ノ骨 、關節 結 核

閉鋒磁 ノ骨、關節結核患春 デ流注膿瘍 ヲ俘ハヌ

モノハ次表 二示ス如 久 罷温ハ37℃ 前後 ヲ示

シ 微 熱 程 度 デ アル。17例 李 均 ノ 最 高驚 濫 ハ

37,1℃ 卒 均 ノ日差 ハ ⑪.9℃、 日差 ノ1℃ 以 上 ノ
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嚇
触

第12表 閉鎮性 ノ骨、關締結核 患者 ノ

髄温(流 注膿瘍 ヲ、伴 くズ)

θ

溝

症例番號
骨豊 温 ℃ 、

16
15

〆52

66

68

70

71

72

73
一皿一一

74

75

76

77

78

80

81

82

　

最高 最低 田 差

37.3～3S.60.7

37.0～ 饗36.1

37.2～36.3

0.9

0.9

36.8～36.010。8

37.0～35τ 「 「.2

39.8～35.9

}』 ・8～36・2
i37.2～36、1

37.0～36.3

0.9

37.1～36.5ダ

37.0～36.0

36,8～35。9

d'37
.5～36。4

37.0～36.0

・37.1～136。3

37.2～36.2

37.0～36.O

0。6

1.1
ミ　　　　　i

.0.7

0.6

1.O

O.9

1.1

1.O

O.8

1.0

1.0

タ

モ ノハ17例 中3例 点ニ ス ギズ、 シ カ モ 日差 ノ最

大 ナ モ ノハ1,2℃ テ アル。 夢

閉鎖 性 ノ骨、 關節 結 核 患 者 デ流 注 膿 瘍 ヲ有 ス ル

モ ノ6例 ノ李 均 最 高罷 温 ハ37.8℃ 、z5均 日惣 、

1.4℃ デ アル詔 レヲ 灘 膿 瘍 ヲ俘 ノ・編 型 二

比 較 ス ル ヂ、 李 均最 高艦 温 二於 テ0、70C高 ク、

日差 二於 テ0.5℃ 高 イe

s第13夷 閉鎮性 ノ骨
、 關節結核 患者 ノ罷温

(流注膿瘍 ヲ伴 フ)

燈 温 ℃

症 姻 番號 一一一 一 一一一 一

最 高 最 低 日 差ミ

3337.0～36。210.8

3937.4～36.oi1.4

4837.6～36。2・1.4
　 　 　 　 へ 　 ロけ　 ハ　　ミ　 　

4938.5～36.212.3

61'r37、5～36.31.2

　　 　 　 へ　 ミへ　 へ 　へ

8338.7～37.311.4i

流 注 膿 瘍 ノ有 無 ヲ問 ハ ズ閉 鎖 性 ノ骨、 關節 結 核

患 者 総 敷23例 ノ李 均最 高 髄 温 ハ37、2C、 李 均

日差 ハ1、0℃ デ ァ〉レ。

第二節 開放性 ノ骨、關節結核

開 放 性 ノ骨、 關 節結 核 患者15例 ノ 李 均 最 高禮

温 ハ37:8℃ ノ李 均 ノ 日差 ハL7℃ デ アル ガ、 〆

づvヲ 閉 鎖 姓 〈23例 〉ノ モ ノニ 比 較 ス ル ト、 李

均 最 高 髄 温 二於 テ0。6℃ 、 日差 二於 テ0.7℃ 高

イ.次 二、 局所 ヨ リ ノ膿分 泌 ガ多量 デ定型 的 ナ

混 合 感 染 ヲ 呈 ス ル モ ノ7例 ノ李 均最 高 髄 温 ハx

38.4℃ 、 李 均 日差 ハ2.0℃ デ アル ガ、 コ レニ反

シ、 開 放 姓 デ ア ツテ モ小 魔 孔 乃 至 潰瘍 ヨ リ ノ膿

分 泌 極 メ テ少 量 ノモ ノ(8例1ハ 李 均最 高罷 温 ハ

37.4℃ 李 均 日差1、4℃ デ、 ソ ノ 差 異 パ ー 見 シ

テ 明 カ テ アル蓼 、

第三節 総 括 ・

闘 鎖 性 ノ骨 、 關 節 結 核 患 春 デ流 注 膿瘍 ヲ伴 ハ ヌ

モ ノハ膿 温 ハ李 均37℃ 、ソ ノ李均 日差 ハ0,9℃ 、

即 チ微 熱 程 度 デ アル.流 注 膿 瘍 ヲ形 成 ス ル ト、

少 シク臆 温 ハ 上 昇 シ、 李 均37.8℃ 、 李均 日差

1A℃ トナル,、=レ ニi封シ、 開 放 性 ノモ ノハ 閉
撫

第14表 開放性 ノ骨、瀾 節繕核 患者 ノ膿温一
症例番號

骨豊 温 ℃

最高 最低 日

10
-{37・ 鰯5・3

37.5～36.0131

4637.0～36.0

62 37.7～36.0

85

86

37。O-36。2

37.6～35.8

87 38。0～36.2

8836.8～36.0

238、2～36.6捗

l/
89

938。5～36)2

38.3～36鱒5

38.3～36.0

38.4～36。3

38。8～q6.7

38.1～36.0

1.2

1。5

1.0

1・7小 痙 孔 乃 至

0.8潰 瘍

1.8

1.8

0.8
　

d.6、

芸
翻

2・3定麓蓼感染

竃

噛

9

鎖 性 ノ モ ノニ比 較 スル ト,髄 温 バー 般 二高 ク李
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!

均37・8'C、 日差 モ 大 キ ク1.7℃ デ ア ル 。 更 二 、

・開 放 性 デ シ カ モ 定 型 的 混 合 感 染 ヲ呈 ス ル モ ノハ

軍 均38。4℃ 、 日差2.0℃ デ ア リ、他 ノ病 型 二比

シテ髄温 、 日差 共 二著 明 二高 イ.

第五章 混合感染時ノ血液像 ノ

第一節 血色素係獄 ト赤血球敷 。;

定型的ナ混合感染12例 ノ血色係籔(Hb)ハ 李均

43%、 赤血球藪 ハ李均357×10茎、血色素指数

〆

0。61ト ナ リ、 著 明 ナ 低 色素 性貧 血 ヲ 示 シテ ィr

ノレe(第15表)

第 二節 自血 球数及 ビソ ノ種 類

定型的ナ混合感染12例 ノ白血.球数ハ本均9300ト 中性嗜好性細胞増多症 力著 明 テアリ、混合感

デ、輕度 ノ白廠球増多症 ヲ示 シテイル,次 表二 染 ノ慢性型ニハ比較的淋巴球壇多症ガ認メラレ

示ス如 ク、自血球 ノ種類二於テハ、核左方縛移 ル。

第15表 混合感染時ノ血液像

1症例禮 型 血軸 血球 雛 淋巴球灘
60%-i3Q9×2(》 茎8600174%313%1096i

6530'26146691002
　 　　へ 　　　

9.45i344500060245 ま　　　 　

}/61瞳 遡1[1ト10
18

一19

45

46

一60

62

!63

購 顯離
11%11%、1%

300

一 「 ・』一馴 ・・

410

命
..43

・375

ド 　　 　　

i346
48454

54389

43282

[86114&100
-

72。。ll…一=ヨ ー一禰!一 乏ヨ
711

13700

281・

oi18 ト
o「 』0

00

219
　 　　 　　　　　　　　　 　　　

10313
　 　 へ 　　　り　　 　　　 ら

261025

一一一。、i。_

　 　　 　り　 　

O～0

651436

40i254

74
　 　 　 　 げ　 　 　　

14000旨48
　へむ　　 　 　　　 　

勧oで)i58 23

0 0

9800

7 12

01

010

毒

べ

第三節 総

混合感染症状ヲ呈 スル外科的結核症患者 ノ血液

儀デ注意スベキ黙ハ、急性炎症性疾患二特有 ナ

白血球檜多症、中性嗜好性細胞櫓多症冠核左方

轄移 ト同時二、著明ナ貧血症状 ヲ俘 フコトテア

第六章

第 一笛

肝臓機能槍査成績

第 』 項 「サ ン トニ ン 解 毒 機 能検 査 法

「ド ヲス ミ ン」〈5%1サ ン トニ ン」酸 「・ソー ダ」水

溶液>1c.c.ヲ 午 前6時 排 尿 後 皮 下 二 注 射 シ、 以

後3時 間 オ キ ニ5同(午 前9時 ・12時 ・ 午 後3

括

ル.白 血 球檜 多症 ハ混 合 感 染 ノ急 性 期 ニハ 必 ズ

認 メ ラ レル ガ、 慢 性 期 二進 ム ニ從 ヒ、 ム シ ロ輕

度 トナ リ、 比 較 的淋 巴疎 檜 多 症 ガ現 ハ レ、 貧 血

ガ増 彊 スル.

欝 嘩

検査方法 、
み

時 、6時 、9時)ト 翌 朝 午 前6時 ヲ合 セテ6同

探 尿 シ、 氷 酷 酸2-3滴 ヲ 加 ヘ テ保 存 ス ル.高

杉 一 宮本13ノ 方 法 ニ ヨ リ、 被 検尿 二10%二 苛 性

rソ ー グ」ヲ数 滴 加 ヘ ソ ノ赤 攣 度 ヲ10萬 倍 「エ
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オ ジ ン」水 溶 液 ト比 色 ス ル ノ デ ア ル 。 ソ レ ニ ハ 、

被 検 尿 ヲ10ノ 倍 藪 ニ ナ ル ヨ ウ ウ必 メ、 ソ ノ1

0鶏 ヲ ト リ、 コ レ ヲ1c森 毎 二30ノ 目 盛iヲ ヅ ケ タ

試 験 管 二 入v、10%苛 性 「ソ ー ダ」デ赤 憂 サ セ タ

後 水 デ ウ ス メ テ標 準1皿エ オ ジ ンJ水 溶 液 ト同 ジ色

調 ヲ 呈 ス ル ヨ ウ ニ ス ル 、 被 検 尿 ノ稀 繹 倍 藪 ハ 、

試 瞼 管 ノ 目 盛 ヲ讃 メ バ 流 チ ニ ワ カ ル.コ レ ヲ被

第16表 ギサ ソ トニ ソ」員 荷 鍬 照 試 験

9サ ソ 塾轟 ン」色 素 尿 中

排 灘 景 _______一_1

明 ぴ酬 凶 駅2屑
100…=t45303056401

1⑪1{、601810080rb120483

10290806f}i903512⇔475

一畿 諏 ÷lllll751濱

1⑪554135120100281

第二節

骨 、 關 節 結 核 患 者 ノ肝 機 能 検 査 ヲ實 施 スル ニ際

ジ、 胸 部 所 見 が重 ク喀 疾 中 二結 核 菌 ヲ謹 明 シ得

ル モ ノヤ重 症 ナ肋 膜 炎 ヲ合 併 スル モ ノハ 凡 テ除

外 シ タ、 從 ヅテ、 コ ノ検 査 ノ施 行 サ レタ骨、 關

節 結 核 患 者 ノ胸 部 所 見 ハ何 レ毛輕 ク、 胸部 所 見

ニ ヨ リ肝 機 能 障 碍 ノ存 在 ヲ推 定 シ得 ル モ ノハ1

例 モ ナ イ。 撃,

第 』 項 「サ ン トニ ン 解 毒 機 能 検 査 成 績

1閉 鎖 性 ノ骨、 關節 結核

(A>流 注 膿 瘍 ヲ俘 ハ ヌ モ ノ'

閉 鎖 性 ノ骨1關 節 結 核(脊 椎rカ リエ ス」ヲ含 ム)

14例 ノ「サ ン トニ ン」色i素排 泄 量24時 間 総 計 ハ

李 均322デ ア リ、200以 下 ノモ ノハ1例 モ ナ イ。

帥 チ、 閉 鎖 性 ノモ ノ デハ、 πサ ン トニ ン」解 毒 機

能 ノ障 碍 ヲ示 サ ナ イ.

(B)流 注 膿 瘍 ヲ件 フ モ ノ

閉 鎖 性 ノ骨 、 關 節 結 核 患 者 テ流 注 膿 瘍 ヲ有 ス ル

モ ノ ノ「サ ン トニ ン」解 毒 機 能 ハ3例 中2例 ガ輕

度 二障 碍 セ ラv,1例 ハ正 常 デ アルUt

II開 放 性 ノ骨 、 關 節 結 核

検尿ノ螺 灘 肱 色素濃度×畢 ヲ色素

排 泄量 トスルゥ

f「サ ン トニ ン」色素 排 泄量 ノ24時 間 濾 計 ガ200

以 下 ナ ラバ、 ドサ ン トニ ン」解 毒 機能 ヲ 有 シ、

500以 上 ナ ラバ機 能 充 進 ノ 妖 態 ニ アノヒモ ノ ト…1;

ヘ ラ レルe又24時 間 目 二 色素 排 泄 量 ノナ イ モ

ノハ解 毒 機能 ノ障 碍 ヲ有 スル ガ、 笑 ノ場 合 ハ21

時 間 内 ノ縮 排 泄 量 ヲ参照 シ到 定 スル。

第 二項 ドア ゾ ル ビ ン」-S排 泄 機 能 検 査 法

1%「 ア ゾル ビ ンーSJ4ccヲ 艀 脈 内 『=注射 シ、

30分 侮 二4同 探 取 シ、2時 間 内 二尿 中 二排 泄 ザ

レル 「ア ゾル ビ ンーSJ量 ヲDubosque氏 比 色計

ぱ

デ測 定 スル.他 ノ論文 恥 デ述 べ タ如 ク、 健 康 者

ノ ドア ゾル ビ ンーS」尿 中排 泄 量 ノ 霧時 間 総 計 ハ

13%以 下 テ ア リ、13%以 上 ナ ラバ 色素 排 泄 機能

ノ障 碍 ガ アル モ ノ ト認 メ ラ レル。 債1、13-14%

ハ(± 〉ト規 定 スル、 麟

槍査成績
蒙

第17表 閉鎖性 λ骨、關節結核患者 ノ

「サ ソトニ ソ」解 毒機能楡査 成績

(流注膿瘍 ヲ伴 ハズ)

綻顔
…
ー

計

申尿素色殉ニト融
r

諺

24∬〆ユ伊げ掌

例
號

症
番

81ーー6

15

68

69

3225140

100一75

2040i60
へ 　　 　　

5060i40

70

71

72

73

74

75

76

77

82

25

120

48

60

100

40

60

58

20

一 一一レー 一一

…{一 一

50i

z与

50

 

60

』60

40

ミー 窃 「7Bl

m'　=1　 i耐

亜璽 じ稲6
40「 而2525

8σ60

3528

_麹L型
68;48i

-一}

60…64・

14

。35

　20

蕊

90

30

28

60

　皿範

3012L
370-1051

338150

132

175

20

201100

罰 「誘
15

128

35

65

70:

く387{一
　 く　

£50i-

388一

一一 ト ー蒲 一 一 一

165

40μ25

13例24時 間総計挙菊

遡 ⊥二
225汁

344-

2781-一

_墜L二
274i-

339一

322一

骨、關節結核患者 デ流注膿瘍 ヲ形成 シ、開放性

トナヅタモノ、 ソノ局所拉二全身所見カラ2種
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第 ⑱ 表 閉鎮性 ノ甑 關節結核患者 バ サ

ソ ト論 ソ」解毒 機能検 査成績

G荒注膿瘍 ヲ{孚フ)

例L壷鑑 櫓 勲
計 判定
転

4(鞄7

3/4》 十

第20表 定型的 ナ混合感染症状 ヲ呈ヌル

骨、關節結核患者 バ サ ソy-Pt`ソ」解毒

機能撫 査成績

番 號

39

48=南8・94・6・3ギ)±

49一 砺 痂 票 「篤 「![ド 臓 「{一±

3el6"gs12撫15"、 二～4'}

120i60,9060}4ぢww`9t}

が　　 ヅ

ニ分 類 セ ラ レル,,即 チ、(A)開 放 性 デハ アル ガ、

婆 孔 或 ハ潰 瘍 颪 カ ラ ノ膿 分 泌 少 ナ ク、 定型 的 ナ

混 合 感 染 症 状 ヲ敏 クモ ノ、 〈B>膿 分 泌 多量 、 獲

熱 〈日差2℃ 以 上 二 及 ブ著 明 ナ弛 張 熱)、 自血 球

壇 多症 、 低 色 素1性貧 媛猛、 赤 沈 促 進 等 ノ局 所 拉 二

全 身症 状 ヲ有 シ、 定 型 的 ナ混合 感 染 症 状 ヲ呈 ス

ル モ ノ 、二 種 ガ アル.

黎

(A>小 癖孔乃至潰瘍 ヲ有 シ、細菌學的

ニハ混合感染菊ヲ鍔 ルモ定

型 的 ナ混 合 感染 症 状 ヲ鋏 クモ ノ

コ ノ病 型 二屡 ス ル8例Aサ ン トニ ン。1解毒 機 能

ハ 何 レモ 正 常 デ ア ゾ、24時 間聰 計 ノ李 均櫨 ハ

330デ ァル。,

第19表 小痩孔乃至潰瘍(定 型的 ナ混

合惑染症 状 ヲ鉄 〃)

当
か葦

隣

藻

q

中唾素色ソ轟ト

是転
ヂ

拶

4140

【
4

…

　…
浮

=

{

一〇1

{25

罰

碧

…

-

㎝
へ

ー

ー
ー

L

・
鉱63

例
號

症
番

騒01

.

懸

13:3825569

46…蕊 ・篤 一τ を緬 融一 駆=i

62i」 謹…型 _期.塑_3鐙 一
85…60十1203016`)-

86・、190L159010251-・

87、 ± …9080603/51-

8ぎi60}88へ70、80448幽 一・

…
1090807

と1iOZi

8
.ix8

⑳ 鰻

=二1501

8{列24時1制 総 浅rノ}領均 33ら 一

〈B>定 型 的 ナ混合 感 染症 歌 ラ呈 スル モ ノ

定型 的 ナ混 合 感 染症 状 ヲ 呈 ス ル7例 パ サ ン ト

ニ ン」色素 尿 中排 泄状 態 ハ 次 表 ノ如 ク、 凡 テ輕

度 二障 碍 サvテ イ ルe但 シ7例 ノ24時 闘 内色
ve'*耕

…浬 量李 均 ハ329デ ・ 特 別 ノコtハ ナ ィ。
隔

1「 サ ソ トニ ソ」色 素 尿 中

蹴 準 薪王∴1訟 計縦
{葺 つ9ら 　頂 蒼一=一 「6一 汚 蝋　 6…95ぢ ニギ

918018f)612q±04801十

35rr6・ 椀'函}下 蓬 刷 娚 ・∵

601121501568B十 〇498十

632251-一 ・90…48!20±:393±

ト 　 ミ
89110i152A38;5340・176十

III小 括

骨、 關節 結 核 患 者 二於 ケ ル「サ ン トニ ・.解毒 幾

能 検 査成 績 ハ、 ソ ノ病 型 ニ ヨツ テ著 明 ナ梱 異 ガ

見 ラ レル.閉 鎖 性 ノ骨、 躍 節 結核 患者 デ流 注 膿

瘍 ヲ俘 ハ ヌ モ ノ『『ハ 「サ ン トニ 粕 解毒 機 能 ノ障

碍 ガ認 メ ラ レヌ ノニ反 シ、 流 注膿 瘍 ヲ。俘 フ モ ノ

ハ ソ ノ成績 ガ ー 定 セ ズ.ソ ノ内 ニハ 明 力 二解毒
の

機 能 ノ障 碍 ヲ有 ス ル モ ノガ アル.開 放性 ノ骨、

關節 結 核 患 者 二於 テ、 定型 的 ナ 混 合感 染症 状 ヲ

呈 スル モ ノニ ハ 凡 テ「サ ン トニ ン」解 毒 機 能 ノ障

碍 ガ認 メ ラ レル ノニ反 シ、 小填 孔 乃 至潰 瘍 ヲ有

スル誘、 定型 的 ナ混 合感 染 症 状 ヲ敏 ク モ ノニ ハ

「サ ン トニ ン」解 毒 機能 ノ障 碍 ガ見 ラ レナ イ,,

第二項 「アゾルビ ンSj排 泄機能

検査成績
纈1閉 鎖性 ノ骨

、關節結核

(A>漁 圭膿瘍 ヲ俘ハヌモノ

閉鎖 性 ノ骨 、 關 節 結 核 患者 テ漁 圭膿 瘍 ヲ俘 ハ ヌ

10例 ノrア ゾル ビ ンーSj尿 中排 泄 量2時 間纏 李

均 ハ11、896テ 、IE常 デ アル.

第21表 閉鎮性 ノ骨、關節結核患者 ノヂア"

ルビ ンーStl排泄機能検査 成績

嚇 硫 注膿瘍 ヲ伴 ハズ艶

「ア ゾ る ビ ン・S
。尿 中

糊 番㌔ 諜 γ 嘉 瀞 総計 夢捷

715.2∵L8鬼 ⊥望 ±・州%二1
き

ユ513塾!・81礁0・81(}・ 捌。 コ

697。33.61。72.112.7-{
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緕 、

70

71

73

74

5.1

8.1

6.9

2.90.9

10.01。2

3.8ρ 。9

5.212.4

±
ぞτ
1・星

π

76i6・Ol3・2io・70・8

7716・6i2.6i1.8・.9

8217.gi2.8「 τ す一「τf二『

10例 ・2時 間 線 計 卒 均

&9

蕊万 一

i薫「

15.9

10.7

11.9

13。2

匠8%

±

十

±

(B)流 注 膿 瘍 ヲ件 フモ ノ

閉 鎮 性 ノ骨 、 關 節 結 核 患 者 デ流 注 膿 瘍 ヲ俘 フ3

例 李 均 ノ 「ア ゾル ビ ンーS」尿 中排 漉 量 ハ2時 間

縮 計 ハ12。2%デ ア ル。 各 症例 ニ ツ イラ 見 ル ト、

1例 ハ17・2%デ 明 カ ナ 肝 色 素 排 泄 機能 ノ 障 碍

ヲ示 シ、 他 ノ2例 ハ正 常 デ アル,,
ヤ

第22表 閉鎖性 ノ骨、關節結核患蒋 ノ

Fア ヅルビ ソーS」排泄機能槍査成績

(流注膿瘍 ヲ俘 フ)

症 例番 號 ・一

「ア ゾル ビ ンーS」 尿 中

排 泄 蚤

訓6・ ノ 90ノ ・ ユ20/

2.4%1。0%0。9%

2。51.6{0.6

2。41.8

き
網

「

十

鉱

誓
轟

一

総

一

ew(B)定 型 的 ナ混 合 感 染 症 歌 ヲ呈 ス!レモ ノ

・閉放性ノ骨・關節結核患者 デ定型的ナ混合感染

症 状7呈 スル モ ノ7例 ノ 「ア ゾル ビ ンーS」 尿 中

排 泄 量2時 間聰 計 ハ17,3%デ 、明 カ ニ肝 色素 排

泄 機 能 嚥障碍 ガ認 メ ラ レル.

第24表 定型 的ナ混 合感染 症状 ヲ呈スル骨、

關節結核 患者 ノ「アゾル ビ ソーSj排1世機
'、

能検査成績
駕

395.0%

⊥ 嘘二3{
497㌧3i5.9

3例2時 間総計不・均
嘱

II.開 放 牲 ノ骨 、 關 節 結核

懸(A)小 旗 孔 乃 至 潰 瘍

小 旗 孔 乃 至潰 瘍 ヲ有 スル モ、 定 型 的 ナ混 合 感 染

症 歌 ヲ鋏 クモ ノ6例 ノ 「ア ゾル ビ ンーSj尿 中排

泄 量2時 間縮 計 ノ李 均 ハ12、3%ト ナ リ、正 常 デ

アル鯵

第23表 小痩 孔乃至潰瘍 ノ与瓶l!的ナ混 含

感染症 碧犬ヲ猷 ク)

皇・i迄I

il器1罰

122?6-1

「ア ゾル ビ ソーSj尿 中

1ヂ ア ゾルビ 艶S」 尿 申排泄
燈 .症例番號

13引6σ19咋2σ
一　一一　 一一　 一 一 一一一 一 一 一 ～卓

214.Og64.8%}2。8%茎
監

貯冊蜘卿～ ～w　 総計 即定
i

-一 一一 一曹 一

1.1%22.7%;+十

94.2i6.81.9 ・.3・4.2庄

35_.}_i_i 16.016.0十
§

602.615.81「 一一
…

2。8.111.2F

℃2・ 旨6・L5・4!3・8 2.0…17.2i+

6312。415。6i3。4

、i

3。525.9痔 十1

897.8.垂 一 …5.3 1・7,14・84+

7例2時 間総計李均i17.3%十
1

症例番號 誹泄最嚢
30/60'

ユo

1総 計 列9⑪ノ

!120'、

i3

46

85

86
　 　 ミ　り

87

6例

5.6%

5、8

7。2

19
く 　　 　　 　ゆ

・6.32.0
　

i5。oi3,4

器 鴛}:12ぐ
£.313

10。4一

…

.1・3 ミ
1.91.2,11.5

2時 間 総 計 卒 均i12、3%

2。0%15.4タ6

、1.01121

0.9…1i「
一一一 一 一一 一 一1_

L41371 }
　　 　 ほ　 　 　 　

0.7・1G。3

第24表 デ見 ル如 久 淀 型 的 ナ 混 合 感 染 症 状 ヲ

呈 ス ル開 放 性 ノ骨、 關 節 結 核 患 者 デ ・卸アゾル ビ

ンーSJノ 正 常 値 ヲ示 ス ノハ7例 中1例 ノ ミデ ア

輪
ノレ

.III小 括 、

骨 、 關 節 結 核 患 者 二於 ケ ル 「ア ゾ ル ビ ンー・S」排

泄 機 能 検 査 成 績 ヘ ソ ノ病型 ニ ョッ デ著 明 ナ相

異 ガ見 ラ レル。 閉鎖 性 ノ骨、 關 節 結核 患者 デ流

注 膿 瘍 ヲ俘 ハ ヌ10例 弔 均 ノ「ア ゾルPtン ーS」ハ

11。8%デ ア リ、 流 注 膿瘍 ヲ 俘 フ3例 ノ 李 均 ハ

12・2%デ ア ルぎ 共 二正常 値 ノ範 園 二屡 スル ケv

ドモ、 各 症 例 ニ ツ イ 現 レペ 前 嘉 於 テ明 カ

ニ肝 色 素 排 泄機 能 ノ 障 碍 ヲ呈 スル モ ノガ10例

中1例 ノ ミデ アル ノニ反 シ、 後 者 二於 テハ3例

中1例 ノ陽 性成 宿 デ アルcr開 放 性 ノ骨 、 關 節結

核 患 者 デ定 型 的 ナ 混 合 感 染症 状 ヲ呈 スル モ ノハ

7例 李 均17・3%ノ 「ア ゾル ビ ンケSjヲ 示 シ、 明

カニ肝 色素 排 泄機 能 ノ障 碍 ヲ示 ス ノニ反 シ、 小

旗 孔 乃 至潰 瘍 ヲ有 スル モ混 合 感 染 症 黙 ヲ敏 ク6・

例 李 均 ノ ア ゾル ビ ンーS」 ハ12.3%デ 全 ク正常

.デ アノ%各 症 例 ニ ツ イ テ見 テモ、 前 春 デ肝 色 素
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排 灘 能 糠 碍 ノ認 メ ラ レヌ モ ノハ 雅1沖1例

ノ ミデ アル ノニ反 シ、 後 者 テ群 色素 排 潤 幾能 ノ

障碍 ヲ有 スル ノハ6例 中1例 ニ ス ギ ナイ,從 ツ

テ、開放性 ノ骨、關節結核患者二於 テ定型的メ

混 合 感 染 矧 犬ヲ有 スル ヤ否 ヤニ ヨ リ、 肝 色 素排

泄 機能 障 碍 ノ有 無 ガ略 く正 確 二椎 定 サ レ得 ル コ

トニ ナル。 コ レハ、 前 項 ノザサ ン トニ ン」解 毒 機i

能 瞼 査 二於 テモ全 ク同様 二確 認 サ レタ事實 デ ア

ノレ穏 の

第三鶴 総

閉鋤 生 ノ骨、 關節 結 核 患 者 ノ肝 機 能 ・・叶 ン ト

エ ン.解 毒 機能 及 ビ「ア ゾル ピンーSj排 泄 磯能 ノ

痢 者 共 殆 ド ー 綱 二 於 ア正常 デ アル.閉 鋤 性

乳 シカ モ流 膿 瘍 ヲ有 ス ル モ ノハ、 ソ ノ成 績

ガー 定 セ 礼 ソ ノ鑑 沖 ニ ハ明 加 額機 能 障 碍

ヲ不 ス モ ノモ アル。 コ レエ反 シ、 開 放性 ノ骨 デ

蘭節 結 核 患 者 デ定 型 的 ナ混 合 感 染症 が汐 呈 スル

括

モ ノハ殆 ド全 雍 例 二於 テ轡 ン トニ ン」解 毒 機 能

及 ビ「アゾ ル ビ ンーS誹 泄 機 能 ノ障碍 ヲ有 スル.

シ カ ン、 開 放 性 デア ツ テ モ小鷹 孔 乃 至 澱 瘍 ヲ有

スル ニ ス ギ ズ、 定型 的 ナ混 合 感 染 症 状 ヲ敏 クモ

ノ煮 へ 肝 機 能 障碍 ガ殆 ド認 メ ラ レナ ィ
。 ソ レ.

故 、 肝 酵 髭障 碍 ハ定 型 的 混 合 感 染 ノ重 要 ナ症 妖

デ アん,

o 第七章 総 括蛙二考按

(1洛 種 ノ外 科 的 結 核 症 患 者(脊 椎 「か!エ ス」

16、 骨、 關 節結 核6、 肋 膜 周 園 膿 瘍10 、肛 門 周

園 膿瘍17、 淋 巴 腺 結 核6、 膿 胸3>58例 ノ病 竈

カ ラ無 菌 的 二得 タ膿 ヲ岡 ～ 片 倉培 地 二培 養 シ、

ニク 月 間 ノ観 察 ヲ行 ヒ、49例 ノ 陽 性成 績 ヲ得

タ。 コ レハ 全 症 例 ノ84.5%二 相 富 ス ルes結 核 菌

ノ初 猶 集 落 ノ出 現 二要 シタ 日轍 ハ38例 李 均30

日(46日 ～19日 〉デ アル,,膿 中 二 於 ケル結 核 菌 ノ

検 出成 績 へ 混 合 感 染 ノ有 無 ニ ヨ リ本 質 的 ナ差
ず

ガ 見 プ レ ナ イ登

　

(2)脊 椎 「カ リエ ス」及 ピ骨 、 閣 節 結 核 患 者 二於

テ痩 孔 乃 至潰 瘍 ヲ有 シ開 放 性 ノモ ノハ 、 凡 テ混

合 感簗 菌 ヲ詮 明 スル ガ、 ソ ノ主 要 ナ モ ノハ 葡萄

妖球 菌 デ アル』 葡 萄 状 球 菌 外全 症 例 二於 テ認 メ

ラJレル.肛 門 周 園 膿 瘍 ハ17例 中15例(88.2%)

二混 合 感 染 菌 ヲ
。謹 明 シ、 ソ ノ主 要 ナ モ ノハ 葡 萄

駄 球菌 、 大腸 菌 デ ア リ、 コ レニ腸 内細 菌群 ガ附

随 シテ検 出 サ レル。 駐 門周 園膿 瘍 へ 結 核 性 病
の

攣 ヲ基 底 ト シテ淋 巴道 或 ハ血 行 性 二混 合感 染 ヲ

來 タ シ、 臨 林 的 二急性 症 歌 ヲ呈 スル ニ至 ル モ ノ

ト考 ヘ ラ レジノレ轟 磯

(3)膿 ノpHハ 混 合 感 染 ノ有 無 ニ ヨ ツテ影 響 ヲ

受 久 混 合 感 染 ノナ イ場 合 ハ 凡 テ「アノレカ リ姓

試 〆

櫨

デ アル が、 混 合 感 染 ヲ生 ズル ト酸 性 側 二移 行 ス

ル,,膿 ノpHガ 酸 性 デ ア レバ 凡 テ ノ場 合 二感 染 ・

ヲ認 メ得 ル モ、 「アル カ リ」性 ハ必 ズ シモ混合 感

染 ヲ否定 デ キ ナ ィ.混 合 感 染 ノ輕 度 ノ場 合 ハ 爾

i7ル カ リj性 二止 マ リ或 ハ混 合 感 染症 歌 ノ輕 快

スル ニ從 ヒ膿 ノ酸 性 度 ハ減 少 シけ ル カ リ」性 二

復鶴 スル カ ラ デ アル..

1ア ル カ リ」性 ノ寒 性膿 二、 試 瞼 管 内 二於 テ黄 色

葡萄 状 球 菌 ヲ 混 合 感 染 セ シメ37℃ ノ覇 鐸器 二

入yテ 寒 性 膿 ノpHヲ 観 察 ス ル ト、3日 目 二至

リ急 二pHハ 検 査 前 ノ7。8カ ラ7。2二 低 下 シ、

明 カニ酸 性 側 二移 行 スル コ トヲ知 リ得 タ.コ シ

バ、 寒性 膿 中 ノ葡 萄 歌 球 菌 ノ糞 育 歌態 ト略 く李

行 的 關係 ニ アル。 コ ノ實 験 的 事實 へ 生 潔 内 二

於 ケル混 合 感 染 時 ノpHノ 推 移 ヲ解 明 スル.

(④ 閉 鎗 性 デ流 注膿 瘍 ヲ俘 ハ ヌ骨 、 關 餓 紳 核 患

者 ノ赤 沈 ハ正 常 デ アル ガ、 流 潅膿 瘍 ヲ俘 フモ ノ,

ハ 著 明 ナ赤 沈 ノ促進 〈李 均65粍 〉ガ認 メ ラ レル.

開 放 性 ノ骨、 關節 結 核 デハー 般 二著 明 ナ赤 沈 ノ

促 進 く準 均59粍)ヲ 認 メ、 コ ノ 内 デ 定 型 的 ナ混

合 感 染症 状 ヲ 呈 スル モ ノ7例 李 均 ハ65粍 デ ア

ル.即 テ、 定 型 的 ノ混合 感 染 症 状 ヲ呈 スル モ ノ

ハ最 モ著 明 ナ赤 沈 ノ促進 ヲ 詮 明 シ 得 ル ケ レ ド
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モ、一般 二赤沈 ノ促進 ハ流注膿瘍及 ビ開放性 ノ

鷺 關節結核患者全髄 樋 ジ現 ラレル症耳犬デ
ア ル 。

〈5輝 鍵 ノ甑 閣節結核患者テ流耀 瘍ヲ俘

ハ ヌ モ ノハー般 二微 熱 ヲ有 シ、 ソ ノ李 均 膿 濫 ハ

37C、 李 均 ノ日差 ハ0.9℃ デ アル ガ、 流 注 膿 瘍

ヲ有 スル モ ノハ 少 シ 艦 温 ノ 上 昇 ガ見 ラ レ李 均

37.8℃ 、 日差 ハL4℃ デ アル。 帥 チ、 流 注 膿 瘍

ハ 骨、 關節 結 核 患者 ノ 登 熱 ノ 有 カ ナ原 因 デ ア

リ、 他 面 費 熱 ハ赤 沈 ノ促 進 ト共 二原 疾 患 ノ活 動

性 ヲ謹 明 ス ル.

開 放 性 ノ骨、 關節 結 核 患 者 ハ 李 均 罷 温37・8℃ 、

李 均 日差1、7℃ デ、 閉 鎮 性(流 注 膿 瘍 ヲ 含 メ テ

37.2℃ 、 日差1.0α α)ノ蝿 ノニ 比 シテ 罷 温 ガ少

シ高 イ。 開 放 性 ノ内、 定 型 的 混 合 感 染 症 状 ヲ呈

ス ル モ ノハ李 均 罷1温38.4℃ 、 日差2、0℃ テ他 ノ

病 型 二比 シテ著 明 二高 イ.從 ヅ テ、 骨 、 關 節結

核 患 者 二於 テ 赤 沈 ノ促 進 、37℃ ～38℃ ノ糞 熱 、

2◎～1℃ ノ日差 ヲ認 メル場 合 ハ 閉鎖 性 デ アル限 隔

リ結核 病 竈 ノ活動 性 ヲ推定 セ シ メ得 ル糠 シカ ル

ニ、 髄 温38℃ 以 上、 日差2℃ 以 上 ノ 嚢 熱 ヲ俘

ヒ、 著 明 ナ赤 沈 ノ促 進 ヲ見 ル場 合 ニハ 混 合 感 染

ト診 漸 シ得 ル モ ノデ アル。

(6)定 型 的 ナ混 合 感 染 症 妖 ヲ呈 ス ル骨s關 節結

核 患 者12例 ノ血 液 像 ヲ 検 査 スル ト、 血 色素 係

撒 李 均 ハ43%、 赤 血 球 敷 李 均357×104s血 色 素

指 数0.6ユ トナ リ、 著 明 ナ 低 血 色素 性 貧 血 ヲ示

シテ ヰ ル.

第 八章

荊章 二於テ述べタ如 久 骨、關節結核患者 デ定

型的ち混合感染症状 ヲ呈 スルモノハ殆 ドソノ凡

テニ就 テ肝機能障碍 ヲ有 スル。 力当ウナ肝機能㍉.

障碍 ノ存在ハ、混合感染 ヲ有 スル骨、關節結核

患者 ノ豫後 ヲ甚 グシク不良ナラシメルノデア

ル.ソ レ故、骨、關節結核患者 二封 シテ肝機能

検査 ヲ行 ヒ、 ソノ障碍 ヲ認 メタナラバ充分ナ肝

庇護 ヲ行 フノガ至當 デアル.

混合感染 卜肝機能障碍及 ビ肝庇護

白血 球 藪 ハ 李 均9300デ 輕 度 ノ 自壷 球 増 多症 ヲ

示 シ、 ソ ～種 類 二於 テ急 性 期 ニ ハ核 左 方 韓 移 ト

中性 嗜 好 性細 胞 増 多症 ガ薯 明 デ アル ガ、 慢 性 期

二移 行 スル ト比 較 的 淋 巴球 塘 多 症 ガ現 ハ レ、 貧

.血澱 曾強 ス ル。

〈7)閉 鎖 性 ノ骨、 關節 結 核 患 者 ノ肝 機 能 ハ ドサ

ン トニ ン」解 毒 機 能 及 ビ「ア ゾル ビ ンーSJ排 泄 機

能 共 二殆 ド凡 テ正 常 デ アル、 閉 鎗 性 デ、 シガ モ

流 注 膿瘍 ヲ 有 ス ル モ ノハ 、 ソ ノ 成 績 バ ー 定 セ

ズ・ ソノ症 例 中 ニ ハ 明 力『肝 機 能 障碍 ヲ示 スモ

ノモ ア ル。 換 言 ス レバ、 赤 沈 ノ促 進 登 熱 ノ如 キ

臨 林 的症 駅 ヲ参 照 スル ト、 肝 機 能 障 碍 ハ骨 、 閣

節 結 核 ノ活動 性 ヲ示 唆 スル有 力 ナ指 標 デ アル。

定 型 的 混 合感 染 症 状 ヲ呈 スル モ ノハ殆 ド凡 テ ニ

著 明 ナfア ゾル ビ ンーS」 排 泄 機 能 及 ビ比 較 的輕

度 ノ「サ ン トニ ン.解 毒 機 能 障碍 ヲ認 メル,コ レ

ニ反 シ、 開 放性 デ アツ テ モ小痩 孔乃 至潰 瘍 ヲ有

スル ニ止 マ リ、 定 型 的 ナ混 合 感 染 症 朕 ヲ呈 シナ

イ モ ノハ殆 ド凡 テ ニ 肝 機 能 障 碍 ガ 認 メ ラ レナ

イ。

帥 チ定 型 的 ナ混 合 感染 ノ臨 林 的 症 状 トシテ次 ノ

如 キ モ ノ ガ爆 グ ラ レル。

1.膿 分 泌 ノ多 量 、 膿 中混 合 感 染 菌 ノ確認

2.赤 沈 ノ著 明 ナ ル促 進

3・{愛 熱(38℃ 以 上、 日差2,0℃ 以 上 二及 ブ著

明 ナ弛 張 熱 〉 ρ

4・ 白血球 増 多 症 、 貧 血、 核 左方 轄移

5.肝 機 能 障 碍

灘 幽 讐

肝庇 護 ノ實 施 ・・=關 シテハ、 他 ノ論 文2£)デ實 瞼 的

二 明 カ ニ シタ如 ク、25%葡 萄 糖 溶 液 ノ輩 濁 投 與

ヨ リハVitamin-Bi或 ハVitamin-Cノ 俳 用 が

有 数 デ アル。
り

從 ヅ テ、 混 合 感 染 ノ治 療 二當 ッテ ハ、 局 所 ノ治

療 ト共 ニ コ レ ラ ノ肝 庇 護 捌 ニ ヨル肝 庇 護 ノ適切

ゆナ實 施 ガ是 非 共 必 要 デ ァル
.
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結 論

著者略 種ノ審襯 的結核症患者場 所病竈カラ

得 タ膿 ニ ツ イテ結 核 繭 培 養 試 験 ヲ行 ヒ、589Fg411i

49例(84・5%)ソ 陽 性 成 績 ヲ 得 タ ガ
、 特 二脊 椎

fカ リエ ス」ノ流 注 膿 瘍 カ ラ ノ検 出成 鞭 ・1⑪o%

デアル・從 ツテ・外科的結核症儲 ノ局所病竃
材料ハ結核 ノ鰹染源 トシテ、喀疾 ト同膿 ノ慮置

ヲ 必要 トスえレモノデアル.

外科的結核症二於 ケル定型的 ナ混合感染症歌

ハ、局所症1伏トシテ多量ナ膿分泌 ノ葡萄状球菌

及ビ大腸繭 ノ検出、全身症状 トシテ赤沈 ノ促

進、著明ナ弛張熱、白血球噛多症、貧血、核左

方轄移等 『プアルガ、肝機能障碍ハコレラノ症歌

が ヤ

ニ劣 ラ ズ重 要 デ ア,レ.外 科的 結 核 症 二於 ケ ル混

合 感 染 ハ、 患 者 ノ豫 後 ヲ甚 グ シク不 良 ナ ラ シメ

ル コ トハ 周知 ノ事 實 デ アル ガ、 混 合 感 染 二俘 フ

肝 機 能 障 碍 ハ コ レヲ解 明 スル タ メ ニ有 カ ナ示 唆

ヲ與 ヘ ル モ ♪ テア ルご從 ツ テ、 混 合 感築 ノ治 療

二際 シテ へ 肝 機能 障碍 ノ有 無 ヲ知 ツテ豫 後 判

定 ノ資 トナ 三 ト共 二、 積 極 的 二庇 護 湖 ノ投 寅 ニ

ヨ リ肝 庇 護 ヲ行 フベキ テアル.

本 研 究 ハ 日掲 轡 學 協 會 昭 和16年 度s研 究 費

補 助 ヲ受 ケ テ行 ハ レ タモ ノデ アル.謹 ン テ感
ノ

・ 謝 ノ意 ヲ表 スル.恩 師大槻菊男教授拉二松原

所長 ノ御校閲 ヲ深謝スル.
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